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令和元年度 

鶴見区取組みと評価等（概要版） 

・令和元年度の取組みと評価 

・令和２年度の主な取組み 
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★ 地域福祉力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 元年度の取組み 》 

・ 各地域に地域福祉コーディネーター（つなげ隊）を配置：12 名、相談件数：

2,339 件 

・ コミュニティソーシャルワーカー配置：3名 

・ 地域有償ボランティア（あいまち）活動にかかる派遣数：1,056 件 

・ つなげ隊やあいまちの認知度向上の取組み 

《 元年度の評価 》 

・ つなげ隊への相談件数は直近 3カ年 2000 件を超えており、地域有償ボランティ

ア会員数も増加している。すべての住民が自分らしく活躍できる地域共生社会を

めざして実施している取組は着実に成果をあげている。 

・ 今後は、これらの取組に加え、地域で暮らし、働き、学ぶ人々への「高齢者や障

がい者に対する正しい理解の普及」にも取り組みたい。 

【２年度の主な取組み】 

◆地域福祉力の向上 

・各地域に地域福祉コーディネーター（つなげ 

隊）を配置  

・コミュニティソーシャルワーカーを配置  

・地域有償ボランティア活動（あいまち）の実 

施 

◆認知症への理解を深めるための取組【新】 

・認知症サポーター養成講座の開催支援及び広 

報 

・高齢者への理解を深めるため認知症講演会等 

の開催 

・障がい者支援関連事業所の研修会・講演会等 

の開催 

・認知症に関する多職種連携グループワークを 

開催 

つなげ隊が対応した「地域住民等

からの相談」件数 

地域有償ボランティア活動にかかる 

派遣数 

目 標       結 果 

1,000 件/年以上  1,056 件 

目 標       結 果 

2,000 件/年以上  2,339 件 

経営課題１ だれもが地域で安心して暮らせるまちづくり 
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★ 健康増進意識の向上 

         

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２年度の主な取組み】 

◆健康増進意識の向上 

○関係団体と協働し、運動習慣づくりや

食生活の改善など、区民の自主的な健康

づくりを進めるため、幅広い年齢層が参

加できるイベントの開催 

・健康まつりの開催 

・食育フェスタの開催 

・健康に関する講演会の開催 

・食育に関する調理実習の開催 

・ウォーキング教室の開催 

・ウォーキングカレンダーの発行 

・百歳体操の継続実施に向けた支援 

○「栄養・食生活」「運動」「たばこ」

等、さまざまな健康に役立つ情報発信 

・広報紙・ホームページ、フェイスブッ 

ク、啓発チラシの配布 

・がん検診、乳幼児健診など区が実施す 

る保健福祉事業の際に啓発実施 

《 元年度の取組み 》 

・「ウォーキング教室」の開催 2 回       

・「健康展＆食育フェスタ」中止 

・ウオーキングカレンダーの発行        

・健康に関する講演会 中止 

・「男性のための料理教室」の開催 

・健康づくりに役立つ情報発信 随時 

《 元年度の評価 》 

健康に関する講演会、健康展、食育フェスタについては、新型コロナウィルス感染症

拡大防止のため中止となったが、生活習慣病の要因となる肥満者やメタボ該当者の

減少などに向けた取組は、区民の健康意識を向上させるため有効であると考えるの

で、今後も引き続き実施する。 

 

目 標       結 果 

650 人以上     中止 
「健康展」、「食育フェスタ」の

参加者 

鶴見緑地でレッツ・ 

ウォーキング 

10 月 30 日・11 月６日開催 

参加者 72 名 

男性の料理教室 

11 月 30 日開催 

参加者 16 名 

鶴見区ウォーキングカ

レンダー配布 

情報発信発信 

広報紙・ホームページ

など 
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★ 子育て支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 元年度の取組み 》 

・ 愛 Love こどもフェスタの開催 1 回 ・つるみっ子ルームの利用率 99.7％ 

・ 子育て講演会の開催 3 回 ・幼稚園・保育所等情報フェアの開催 1回 

・ 拡大子育て支援連絡会の開催 1回 

《 元年度の評価 》 

・ 区内の保育ニーズは依然として高い状態にあり、引き続き保育所の受け入れ枠

の拡大に努める必要がある。 

・ 児童虐待の相談件数は前年に比べ減少しているものの依然として多いことか

ら、要保護児童対策地域協議会において、個別ケースの継続的支援等を行う。 

・ 児童虐待防止啓発活動に取り組み、児童虐待防止の理解を深めていくととも

に、児童虐待に陥る前の、子育てに対する不安感や負担感の軽減のため、令和

２年度より新たに「就学前こどもサポートネット事業」を実施し、関係機関と

連携した子育て支援の取組みを引き続き進める。 

経営課題２ 子育てを応援するまちづくり 

子育て支援事業の利用者で当該事

業が役に立ったと答えた人の割合 

【２年度の主な取組み】 

◆切れ目のない子育て施策の推進 

○関係機関等と連携した、子育て層が気軽に 

つどい、交流できる場の提供 

○子育てに不安感や負担感を持っている保護 

者等に対する相談、支援の実施 

○区内保育施設情報の発信や保育環境の充実 

◆児童虐待防止対策【新】 

○重大な児童虐待ゼロに向けた体制の充実 

・臨床心理士等の専門職を配備し、家庭訪問 

等による子育てに関する助言等の支援(就 

学前こどもサポートネット事業) 

○児童虐待防止啓発、状況に応じた支援・相 

談対応 

○要保護児童の早期発見 

目 標     結 果 

70％以上   94.5％ 

子育てに関する相談窓口を知って

いる子育て世帯の区民の割合 

子育てに関する必要な情報が入

手できていると感じている子育て

世帯の区民の割合 

目 標     結 果 

80％以上   92.9％ 

目 標     結 果 

70％以上   77.9％ 

愛 Love こどもフェスタ 

５月 24日開催 

参加者：500人 

子育て講演会 

７月 16日、11月 12日、

１月 23日開催 参加者：

延べ 170名 

つるみっ子ルーム 

年間延べ利用者数 

2,634組 

幼稚園・保育所等情報

フェア８月 31日開催 

参加者：850人 
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★ こどもの貧困対策 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こどもの学習支援事業」によっ

て、行動面や心境に何らかの変化

が見られた児童の割合 

目 標     結 果 

70％以上     94％ 

《 元年度の取組み 》 

• 普通教室で授業等が受けられない児童を対象に、別教室等で個々の児童の課題

に即した学習指導・支援を実施（こどもの学習支援事業） 区内 12 小学校 

• 「こどもの居場所ネットワーク会議」の開催 

• 広報つるみを活用した施設（こどもの居場所）情報の発信 

• 区役所ホームページを活用した施設（こどもの居場所）情報の発信 区内 8か

所 

《 元年度の評価 》 

・ こどもの学習支援事業については、目標を大きく上回る結果となり、引き続

き、学校と連携したうえで、対象となる児童の課題に即した学習指導・支援を

実施していく。 

・ 「こどもの居場所ネットワーク会議」を開催し、団体間での情報交換や課題の

共有を行うことができた。引き続き団体の活動を支援していく。 

 

【２年度の主な取組み】 

◆こどもに寄りそう事業 

○普通教室で授業等が受けられない児童を対象 

に、別教室で個々の児童の課題に即した学習 

指導・支援を実施  

・区内 12 小学校 

○こどもの居場所づくり等を実施している事業 

者・団体に向けた支援 

・「こどもの居場所ネットワーク会議」により、 

定期的な意見交換の場や情報の提供を行うな 

ど、「こどもの居場所」事業の定着に向けた、 

事業者・団体への支援 

・「こどもの居場所オープン会議」の開催 

・広報つるみや区役所ホームページ等を活用し 

た施設情報の発信 

鶴見区こどもの学習支援事業 

区内 12小学校 

年間 2,977時間 

こどもの居場所 

区内８か所開設 
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★ 生涯学習 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 標    結 果 

定員の    

８0％以上    125 ％ 

《 元年度の取組み 》 

• 「生涯学習一日体験 学び舎つるみ」の開催 

• 「生涯学習セミナー」中止 

• 「おもてなし茶会」の開催（11 月、3月は中止） 

• 「家庭教育支援講座」の開催 

• 「生涯学習ルームフェスティバル」中止 

《 元年度の評価 》 

いくつかの事業は中止になったが、各種の取組みによる目標値は上回る結果と

なった。引き続き、幅広い層に対して「まなびの場」の周知を図る。 

各事業（生涯学習ルーム事業、学び

舎つるみを除く）の申込参加者数 

事業への参加者のうち、「取組みを

通じて新たな出会いや気づきがあ

った」と答える区民の割合 

目 標     結 果 

70％以上    82 ％ 

【２年度の主な取組み】 

◆生涯学習の推進 

○学習機会を提供する取組み 

・生涯学習一日体験 学び舎つるみの開 

催 

・生涯学習セミナーの開催  

・生涯学習ルームフェスティバルの開催 

・おもてなし茶会の開催  

・家庭教育支援講座の開催 

・まなびの成果を“提供したい人”から 

“提供を受けたい人”につながる仕組 

みづくり「つるみまなびのわっか」 

○学習機会の支援及び広報周知」 

・生涯学習ルーム事業の運営支援 

・生涯学習ルーム事業の広報周知 

経営課題３ まなびを応援するまちづくり 

生涯学習一日体験会 学び舎つるみ 

8月 10日開催 参加者 400名 

おもてなし茶会 

11月 9日開催 

参加者 250名 

家庭教育支援講座 

2月 1日開催 

参加者 126名 



6 
 

 

★ 人権教育 

 

 

区 民 の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育の取組みへ参加者のう

ち、「人権に対する理解が深まった」

「新たな気づきがあった」と回答する

区民の割合 

《 元年度の取組み 》 

• わくわくこどもフェスタの開催 

• 地域人材育成講座の開催 

• ヒューマンシアターの開催 

• 人権啓発推進セミナーの開催 

• 平和学習ミニシアターの開催（学び舎つるみと同時開催） 

• 校下別人権学習会の開催（7月～3月） 

• 街頭啓発の実施（5月、12 月） 

《 元年度の評価 》 

各種の取組みにより目標値を上回る結果となった。引き続き区民の人権意識

の向上に努める。 

目 標    結 果 

70％以上  82 ％ 

各事業（パネル展＆ミニシアターを

除く）の申込参加者数 

目 標    結 果 

定員の    

70％以上   137 ％ 

【２年度の主な取組み】 

◆花と緑豊かな環境の推進【新】 

○花と緑豊かな環境づくりの活躍の機 

会を提供する取組み 

・区民に寄付を募り花博 30 周年記念植 

樹を実施 

・区の花の普及・啓発 

・種から育てる地域の花づくり活動事 

業の推進 

◆人権教育の推進 

○人権教育の機会の提供及び人権啓発 

の取組み 

・ヒューマンシアターの開催  

・人権啓発推進セミナーの開催  

・校下別人権学習会の開催  

わくわくこどもフェスタ 

8月 17日開催参加者 400名 

地域人材育成講座 

11月 30日開催参加者 54名 

人権啓発推進セミナー 

1月 25日開催参加者 270名 
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★ 教育支援の充実 

 

 

区 民 の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２年度の主な取組み】 

◆教育支援の充実 

○ニーズや意向を把握する各種取組み 

・教育行政連絡会の開催 

・学校協議会への参加  

・校長会・教頭会への参画  

○校長経営戦略支援予算を活用した支援 

・教育活動サポート事業 

・民間事業者を活用した課外学習支援事 

業 

○｢夢・未来｣創造事業(出前事業)の実施 

○小・中学校の各種ボランティアやサポ 

ーター等を広報誌にて募集 

○発達障がいサポート事業に係るサポー 

ター配置の充実（令和 2年度から教育 

委員会事務局所管事業と一元化） 

区役所からの支援が学力・体

力・情操教育等の向上につな

がったと思う校長・教頭の割合 

全国学力・学習状況調査の平均

正答率 

《 元年度の取組み 》 

• 教育行政連絡会の開催（学校と区役所による連絡調整・協議の場）小・中

学校 各学期 1回 

• 学校協議会への参加 市立幼稚園・小・中・高校（２０校園）各学期１回 

• 校長会・教頭会への参画 毎月 1回 

• 学校カルテ（小・中学校）の作成及び課題解決に向けた取組み 

• 校長経営戦略支援予算を活用した小・中学校の支援 

・教育活動サポート事業（小・中学校 12 校） 

・民間事業者を活用した課外学習支援事業（中学校 3校） 

• 発達障がいサポーターを活用した小・中学校の支援 

《 元年度の評価 》 

各種の取組みにより、目標値を上回る結果となった。引き続き区役所と学

校、保護者が連携し、児童生徒に必要な学習環境を整備するなどの学校支援

の促進が必要である。 

目 標    結 果 

70％以上    97％ 

目 標    結 果 

大阪府平均  大阪府平均 

を上回る   を上回った 

 「夢・未来」創造事業 

（出前事業） 

民間事業者を活用した

課外学習支援事業 


